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上
阿
井
の
「
一
味
同
心
塾
」
で

九
月
二
十
四
日
、
稲
刈
り
体
験
が

行
わ
れ
、
米
づ
く
り
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
や
町
外
か
ら
の
参
加
者
な

ど
約
五
十
人
が
秋
の
収
穫
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
同
塾
前
の
約
三
十
�

の
水
田
で
行
わ
れ
、
春
の
田
植
え

か
ら
丁
寧
に
育
て
ら
れ
た
、
黄
金

色
に
色
づ
い
た
無
農
薬
栽
培
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
、
手
刈
り
と
バ
イ
ン

ダ
ー
で
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
が
、
手
刈
り
作

業
は
初
体
験
の
た
め
、
米
づ
く
り

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
手
解
き

を
受
け
な
が
ら
、
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
刈
り
取
り
作
業
と
平
行

し
て
七
段
の
ハ
デ
が
組
み
上
げ
ら

れ
、
参
加
者
は
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
手
際
良
く
稲
束
を
掛
け
て

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加

者
は
、
澄
み
渡
っ
た
秋
晴
れ
の
空

の
下
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
奥
出
雲
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

が
九
月
二
十
三
日
、
五
月
に
完
成
し
た
「
島
根
県
さ

く
ら
お
ろ
ち
湖
自
転
車
競
技
施
設
」
を
主
会
場
と
し

て
、
町
商
工
会
青
年
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
秋
風
が
吹
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
外

か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
者
な
ど
約
三
百
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
上
阿
井
の
可
部
屋
集
成
館
を
折
り
返

し
地
点
と
し
、
奥
出
雲
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
通
常
コ
ー
ス
（
約
四
十
八
�
）
と
、
尾
原
ダ
ム

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
周
回
す
る
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
（
約
十
二
�
）
に

分
か
れ
、
町
内
の
名

所
や
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
、
思
い
思
い

に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
ま

し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
に
は
、

和
牛
焼
肉
と
豚
汁
、

出
雲
そ
ば
、
山
菜
お

こ
わ
、
仁
多
米
お
に

ぎ
り
、
奥
出
雲
バ
ー

ガ
ー
や
仁
多
米
を
使

用
し
た
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
な
ど
多
彩
な
昼

食
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
は
奥
出
雲
の
食

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
催
し
た

商
工
会
青
年
部
の
鴨

山
智
充
部
長
は
「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
奥
出
雲
の
魅
力
を
十
分
に
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
イ
ベ

ン
ト
の
成
功
と
町
の
活
性
化
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
、
奥
出

雲
の
自
然
、
風
景
、
食
文
化
を
一

度
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
秋
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
後
も
毎
年
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

キ
ロ

キ
ロ

子
ど
も
た
ち
も
手
刈
り
に
挑
戦

▲

み
ん
な
で
協
力･

ハ
デ
掛
け
作
業

▲

ア
ー
ル

▲

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
高
橋
忠
志
さ
ん

▲

講
義
を
熱
心
に
聴
く
参
加
者

（
布
勢
会
場
）

　
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
「
奥
出

雲
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
九
月
十

日
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
各
地
区
の
遺
族
会

会
員
な
ど
約
二
百
五
十
人
が
参
列

し
、
一
分
間
の
黙
祷
や
霊
前
へ
の

献
花
を
行
い
、
八
百
九
十
三
柱
の

御
霊
に
追
悼
の
意
を
送
り
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
先
の
大
戦
か

ら
学
び
と
っ
た
多
く
の
教
訓
を
心

に
刻
み
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

い
な
が
ら
、
奥
出
雲
町
の
さ
ら
な

る
発
展
を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
布
勢

地
区
遺
族
会
の
高
橋

忠
志
さ
ん
が
「
海
外

で
今
も
続
く
尊
い
命

の
奪
い
合
い
が
一
日

も
早
く
終
結
す
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
を

見
る
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
り
ま
す
」
と

追
悼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
永
い
年

月
が
経
ち
、
町
内
で

も
遺
族
の
高
齢
化
が

進
み
、
戦
争
の
記
憶

が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
参
列
者
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
へ
の
意
識
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
、

九
月
上
旬
に
近
畿
地
方
を
襲
っ
た

台
風
十
二
号
な
ど
に
よ
り
、
防
災

施
策
へ
の
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
九
月
二
十
二

日
か
ら
十
月
十
七
日
に
か
け
て
、

町
内
九
地
区
で
「
地
域
防
災
講
座
」

が
開
か
れ
、
住
民
や
消
防
団
員
な

ど
約
三
五
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
今
年
五
月
に
配
布

さ
れ
た
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
の
見
方
や
活
用
方
法
、
「
避

難
準
備･

情
報
」
「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」
と
い
っ
た
、
災
害

の
状
況
と
危
険
度
に
応
じ
て
発
せ

ら
れ
る
情
報
に
対
す
る
行
動
や
対

応
方
法
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
奥
出
雲
消
防
署
の
講
師

か
ら
は
、
近
年
の
国
内
の
災
害
発

生
状
況
を
報
告
。
そ
の
中
で
、
地

域
の
つ
な
が
り
や
地
域
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
触
れ
、

防
災
意
識
の
再
確
認
と
災
害
発
生

時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
つ
い
て

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
地
域
の
防
災
や
災

害
時
の
行
動
に
役
立
て
よ
う
と
、

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　町では、土砂災害による被害を予測し、その被
害範囲を地図化した「土砂災害ハザードマップ」
を作成し、町広報５月号にあわせ、各世帯に配布
しています。このマップには、避難所や緊急連絡
先なども記載されています。
　日頃からご家庭、ご近所で避難経路や避難先
の確認を行い、緊急時に備えましょう。
　このマップは、町のホームページにも掲載し
ています。あわせてご利用ください。
(URL:http://www.town.okuizumo.shimane.jp)

初期段階
自主避難 自己の判

断で避難

法律に
基づき
市町村長
の判断で
発令

避難勧告

避難指示

避難準備･情報
(要援護者避難)

危険度高

▲一斉にスタートする参加者

▲奥出雲の食を楽しむ参加者

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

る
び

▲


